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気候変動への取組み 〜TCFDへの対応〜

課題認識
2016年のパリ協定発効により、環境問題とりわけ気候変動への対応は国際社会全体で取り組
む課題であるとの認識が⾼まっています。グローバルに⽣命保険事業およびアセットマネジメ
ント事業を展開する第⼀⽣命グループにとっても、気候変動はお客さまの⽣命や健康、企業活
動、社会の持続可能性などはもとより、当社グループの経営戦略やサステナビリティにも⼤き
な影響を与えうる重要な経営課題と認識しています。
当社グループは、以前よりグループ企業⾏動原則（DSR憲章）の⼀つに環境保護への取組みを
掲げ、⽇常的、継続的に環境保護活動に取り組んできました。2018年度からの中期経営計画
「CONNECT 2020 」においては、上記のような課題認識を踏まえ、気候変動への対応をグ
ループの重要課題 の⼀つと位置付け、社会課題の解決を通じた持続的成⻑を⽬指すグループ
の経営戦略と整合した各種の具体的な取組みを計画的に推進しています。こうした当社グルー
プの事業を通じた気候変動への取組みを来期以降も引き続き強化し、当社グループならびに社
会全体のサステナビリティを⾼めていきます。

※1 第⼀⽣命ホールディングス取締役会にて決定（2018年3⽉）

※2 当社グループの重要課題については、こちら参照
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TCFD提⾔に基づく情報開⽰

当社グループは、気候変動が及ぼすリスクと機会の評価によって経営のレジリエンス（強靭
性）を強化するとともに、その状況の開⽰によるステークホルダーとの健全な対話を通じた企
業価値の向上、さらには投融資先企業とのエンゲージメントなどを通じ気候変動対応の取組み
を促すことによる社会全体のレジリエンス向上に貢献するために、2018年9⽉にTCFD 提⾔
への賛同を表明しました。また、昨年発⾏した「アニュアルレポート2019」にて初めてTCFD
提⾔に基づく情報開⽰を⾏いました。

※3 Task Force on Climate-related Financial Disclosures

ガバナンス/リスク管理態勢

当社グループは、利益・資本・リスクの状況に応じた戦略に基づき、資本効率・企業価値の向
上を⽬指すERMを推進しており、その⼀環として、経営に重要な影響を及ぼす予⾒可能なリス
クを「重要なリスク」として特定し、これらのリスクを踏まえた事業計画の策定を推進するこ
とで、予兆段階から適切に対処するリスク管理を実施しています。
気候関連リスクについても、リスク管理部⾨・経営企画部⾨の担当役員などを委員とする「グ
ループERM委員会」における分析・評価などを踏まえ、2019年度から「重要なリスク」の⼀
つとして選定しています。これに伴い、気候関連リスクの状況や⾒通し、対応の⽅向性などを
経営会議および取締役会に定期的に報告し、取締役会の監督、助⾔を受けることによって、リ
スク管理態勢 を強化しています。 
また、リスク管理統括ユニットが主導して、グループ各社に気候関連リスクへの取組み状況の
ヒアリングや、グループ中核⼦会社の第⼀⽣命における取組みの情報提供を⾏うことで、グル
ープ⼀体となった気候関連リスクへの取組みを推進しています。

※3

※4
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さらに、経営会議、取締役会が主導して気候関連リスクを踏まえた事業計画の策定を進めるこ
とで、気候関連リスクを経営に組み込んでいく態勢を構築しています。

※4 リスク管理の詳細は、こちら参照

※5 グループの中核⼦会社である第⼀⽣命においてもERM委員会を設置するとともに、同社に関する気候変
動リスクの状況などについて経営会議・取締役会に定期的に報告
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戦略

① 気候関連のリスク・機会、当社グループ事業への影響
（グループ中核⼦会社の第⼀⽣命における試⾏的シナリオ分析の結果）

気候関連のリスク 事業への主な影響
時間
軸

将来のリスクを踏まえ
たコントロール策・レ
ジリエンスを⾼める取

組み

物理的リスク  

⻑
期

 

慢性物理的リスク（平
均気温や海⾯の上昇な
ど）と急性物理的リス
ク（台⾵・洪⽔など異
常気象の増加）で構
成、気候変動による
「物理的」変化に関す
るリスク

各国における気候変動
対策が⼗分なされずに
⻑期的に気温が⼤幅に
上昇するシナリオ下に
おいて影響が⼤きくな
る可能性あり

温暖化に伴う熱中症や
感染症の増加による保
険⾦・給付⾦⽀払額の
増加

台⾵などによる⽔害発
⽣の増加に伴う保険
⾦・給付⾦⽀払額の増
加
【前提とした主なシナ
リオ】
BAUシナリオ 
（Business-As-
Usual）

温暖化による熱中症・
感染症・⾵⽔災の影響
など、さまざまな要因
による保険収⽀への影
響を分析し、リスク管
理モデルの構築による
定量化に向けた取組み
を推進

国内外における気候と
健康の関係についての
調査・研究を開始

各国規制当局の動向な
どについての調査を⾏
い、経営への反映を検
討

上記取組みによる知⾒
をお客さまや社会への
貢献につなげる取組み
を推進
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気候関連のリスク 事業への主な影響
時間
軸

将来のリスクを踏まえ
たコントロール策・レ
ジリエンスを⾼める取

組み

移⾏リスク  

短
期 
〜 
中
期

 

市場・技術リスク（消
費⾏動の変化・新規技
術への投資失敗な
ど）、政策・法規制リ
スク（温室効果ガス排
出の規制強化など）、
評判リスク（業種への
⾮難・消費者選好の変
化など）で構成、低炭
素社会への「移⾏」に
伴うリスク

新技術開発、炭素回
収・貯蔵技術の活⽤な
どの気候変動対策が⼗
分に⾏われ⻑期的な気
温上昇が抑制されるシ
ナリオ下において影響
が⼤きくなる可能性あ
り

炭素税導⼊、市場・社
会環境変化による資産
の毀損、新技術開発、
消費者⾏動の変化への
対応などの環境変化へ
の対応が不⼗分な企業
の企業価値低下
【前提とした主なシナ
リオ】
2℃シナリオ

炭素税導⼊や座礁資産
化などの移⾏リスク
を、投融資先企業の評
価基準に組込み

各国規制当局の開⽰情
報や各種⽂献などを参
考に試⾏的なストレス
テストを実施
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気候関連の機会 事業への主な影響
時間
軸

将来の機会獲得に向け
たレジリエンスを⾼め

る取組み

短
期 
〜 
⻑
期

② 具体的な取組み
第⼀⽣命は、事業会社および機関投資家として、気候変動に対する事業のレジリエンスの強化
を図るとともに、⾦融市場を含む社会全体のレジリエンス向上を促しています。

気候変動問題の解決に
資する市場の拡⼤な
ど、気候変動に伴う企
業の収益機会

再⽣可能エネルギー事
業などの、気候変動問
題の解決に資する投融
資機会の増加

資源効率の⾼い事業イ
ンフラの導⼊による事
業コストの低減

気候変動問題の解決に
資する資産への投融
資・脱炭素を⽀援する
「トランジション・フ
ァイナンス」を積極推
進

投資先企業との対話を
通じ、社会課題解決に
向けた企業の取組み・
⾏動変容を後押し

気候変動などを⾒越し
た健康維持・疾病予防
などに関する商品・サ
ービスなどの提供機会
の追求
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事業会社としての主な取組み（2019年度）
気候変動が⽣命保険事業に与える影響の調査などを通じ、⽣命保険事業におけるレジリエンス
を強化していきます。また、CO 排出量削減の取組みなどを通じて、気候変動問題の解決への
貢献も図っていきます。

⽣命保険事業への
影響調査

CO 排出量削減取
組み

2

温暖化に伴う熱中症・感染症の増加による保険⾦等⽀払額への
影響について、研究機関での論⽂をベースに試算を実施したほ
か、⾃社データの分析結果を⽤いた影響額の定量化に向けて、
取組みを開始

グループ会社の進出国など国内外における気候と健康の関係に
ついての調査・研究を開始

各国の研究機関による研究内容を調査、各国規制当局の開⽰情
報などを参考にしてストレステストを実施

2

2011年よりCO 排出量削減⽬標を設定。⽬標達成に向け、省
エネ機器の導⼊などを通じ、事業活動に伴うエネルギー使⽤量
の削減を推進

2

再⽣可能エネルギーの導⼊（2019年4⽉〜⽇⽐⾕本社に加
え、2020年4⽉〜豊洲本社の電⼒を、すべて⽔⼒発電由来の
再⽣可能エネルギーへ切り替え、年間約5,700tのCO 排出量
を削減⾒込み）

2

CO を排出しない持続可能な都市「ゼロエミッション東京」を
⽬指す東京都の取組みに協⼒するため、東京都に対し、キャッ
プ&トレード制度に基づくCO 排出量の超過削減分であるクレ
ジット63,602t（累計）を寄付

2

2
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機関投資家としての主な取組み（2019年度）
気候関連リスクの分析を⾼度化し、当該リスクの抑制と収益機会の獲得を通じた中⻑期的なポ
ートフォリオのレジリエンス強化を⽬指すとともに、責任投資活動（ESG投資・スチュワード
シップ活動）を通じて、気候変動問題の解決に注⼒していきます。

ESGインテグレー
ション

ESGテーマ型投資

指標と⽬標

① 事業会社としての指標・⽬標

気候変動に対する保有資産のレジリエンスを⾼めるために、企
業評価プロセスに気候変動要素を導⼊

投資先企業との対話を通じてTCFD提⾔に基づく情報開⽰や
TCFDへの賛同を促進。Climate Action100＋などの協働エン
ゲージメントにも積極的に参画

低炭素社会への移⾏により投融資先の資産価値が低下するリス
クを踏まえ、⽯炭⽕⼒発電・⽯炭採掘事業などには投融資を⾏
わない⽅針

気候変動問題の解決に資する資産への投融資の拡⼤（グリーン
ボンドや再⽣可能エネルギー発電事業への投融資や、⾰新的な
イノベーションの創出に向けた成⻑企業・ベンチャー企業への
投資）

責任投資活動報告 

グループ全体では、CO 排出量の前年度⽐1%削減を⽬標に取り組んでおり、2019年度の排
出量は、約13万8,900t（Scope1:10,800t、Scope2:128,100t）と、対前年約10%削減
しました。

2

事業規模の⼤きい第⼀⽣命では、CO 排出量について、中⻑期的な削減⽬標として、2030
年度40%削減、2050年度70%削減（ともに2013年度⽐）を設定しており、2019年度も当
⽬標の達成に向けて着実に進捗しました。

2
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② 機関投資家としての指標・⽬標
第⼀⽣命では、お客さまに対する受託者責任を果たすべく、持続可能な社会の実現に向けた
ESG投資の取組みを⼒強く進めることをコミットするために、2020年4⽉にESG投資の基本⽅
針を策定・公表※1し、以下の⽬標を掲げています。

※1 「第⼀⽣命のESG投資の基本⽅針」の策定について 
〜「⼀⽣涯のパートナー」として資産運⽤を通じた持続可能な社会の実現に貢献〜（547KB） 

※2 2019年度末実績：約5,500億円

第三者検証の取得

当社グループは、CO 排出量実績・⽔使⽤量の信頼性向上のため、2019
年度の直接的なCO 排出量（スコープ1）、エネルギー起源の間接的な
CO 排出量（スコープ2）、その他の間接的なCO 排出量（スコープ3）
および⽔使⽤量について、⼀般財団法⼈⽇本品質保証機構による第三者
保証を受けています。

全資産の運⽤⽅針・運⽤プロセスにESGを組込（2023年度完了を⽬標）

第⼀⽣命が設定する重点的な社会課題の解決に向けた投融資拡⼤（2023年度までに累計投
資⾦額を倍増以上※2）

PDF

環境情報検証報告書

2

2

2 2
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ESG投資

全国に約1,000万名のご契約者からお預かりした約36兆円の資⾦を幅広い資産で運⽤する「ユ
ニバーサル・オーナー」として、多様なステークホルダーを意識した資産運⽤を⾏う必要があ
ると認識しています。
当社が担う⽣命保険事業は、現在と将来の懸け橋として次の世代を守る⼤切な仕事であると認
識しています。こうした中において、我々の最⼤のステークホルダーは次の世代だと考えてお
り、その将来をサステナブルなものにしていくことが使命だと認識しています。
「⼀⽣涯のパートナー」をミッションに掲げる当社の重要な取組の⼀つに責任投資（ESG投
資・スチュワードシップ活動）を掲げ取組を推進すること、で中⻑期的な投資リターンの獲得
と持続可能な社会の実現を⽬指します。

ESG投資の基本⽅針の策定・公表

お客さまに対する受託者責任を果たすべく、持続可能な社会の実現に向けたESG投資の取組み
を⼒強く進めることをコミットするために、2020年4⽉にESG投資の基本⽅針を策定・公表し
ました。

社会課題の解決に向けた投融資実績

基本⽅針（概要）

① 全資産の運⽤⽅針・運⽤プロセスにESGを組込（2023年度完了を⽬標）
→ 運⽤収益獲得と社会課題解決を両⽴する資産ポートフォリオの構築

ESG投資
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② 当社が設定する重点的な社会課題の解決に向けた投融資（2023年度迄に累計投資⾦
額を倍増以上）

→ 社会課題解決に資する資産への投融資を通じて社会へのポジティブ・インパクトを創
出

【重要な社会課題】

QOL向上 気候変動の緩和 地⽅創⽣・地域活性化

→ 社会的インパクトのモニタリング⼿法を確⽴し情報開⽰を強化（当社運⽤ポートフォ
リオのCO2排出量や、投融資を通じたポジティブ・インパクト創出量について検討）

③ 投資先企業のESG取組促進に向けたスチュワードシップ活動
→ 投資先企業との対話（エンゲージメント）を通じて、社会課題解決に向けた企業の前

向きな取組みや⾏動変容を後押し

第⼀⽣命のESG投資に関する詳細な取組みや推進体制については、責任投資活動報告（PDF形
式：5,977KB） をご覧ください。
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責任投資の推進体制

社外委員が過半を占める「責任投資委員会」の審議を経て責任投資に関する⽅針等を策定する
とともに、特に重要な内容については、取締役会や経営会議にも報告を⾏っています。
また、実務担当者で構成される「責任投資会議」における進捗フォロー・議論等を通じて、資
産運⽤部⾨全体の取組を推進し、PRIの年次アセスメント結果を活⽤してグローバル⽔準を踏
まえた取組のレベルアップを実施しています。
さらに、今年度よりESGアナリストを新設し資産横断的なESG分析を実施する等、更なる⾼度
化を⾏っています。

責任投資委員会の体制・開催実績
経営戦略・ガバナンス・ESG投資等に関して豊富な専⾨知識を有する社外有識者が過半数を占
める構成とし、社外の幅広い意⾒を反映できる体制としています。
社外有識者のほか、コンプライアンス担当役員が委員に加わることで、責任投資の重要な⽅針
や、重要な議決権⾏使などについて、⽣命保険契約との利益相反管理の観点も踏まえて審議・
確認しています。

ESG投資

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/initiatives/esg.html



投融資実績

責任ある機関投資家として

新型コロナウィルス感染症拡⼤を踏まえた責任投資の取組
ESG投資を通じた新型コロナ対策⽀援として、ソーシャルボンド（コロナ債）の発⾏機運の⾼ま
りを受けた債券投資に加え、インパクト投資を通じたリスクマネー供給等に取り組んでいます。 
スチュワードシップ活動においては、共同声明による機関投資家としての積極的な意⾒表明に
加え、社会・経済環境の激変を受けた投資先企業に対する議決権⾏使基準の柔軟な適⽤やエン
ゲージメント活動を通じた投資先企業の取組後押しを⾏っています。

ESG投資

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/initiatives/esg.html



アセットオーナーとしての気候変動に対する取組
気候関連リスクへの対応として、炭素税導⼊・座礁資産化等の気候関連リスクを投融資先企業
の評価基準に組み込む等、レジリエンスを⾼める取り組みを⾏っています。
また、エンゲージメントを通じた投資先企業の気候変動問題解決に向けた取組を後押しすると
ともに、再⽣エネルギー発電事業やグリーンボンドへの投融資の拡⼤等、気候関連の機会獲得
に向けた取組も積極的に⾏っています。

※ 第⼀⽣命HDのTCFDへの取組は2020年度アニュアルレポートをご覧ください。

PRIアセスメント結果
2020年PRIアセスメントでは、4分野で最⾼評価「A＋」を獲得し、3年連続で全分野でグロー
バル中央値以上の評価を獲得しました。

※ 債券投資は、4分野（国債等、社債（⾦融）、社債（⾮⾦融）、証券化商品）の平均を記載

※ 2020年8⽉末時点のPRI署名機関数：3,311社

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

ESG投資

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/initiatives/esg.html

file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/investor/library/annual_report/2020/pdf/index_001.pdf


イニシアティブへの参画
ESG投資

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/initiatives/esg.html



第⼀⽣命グループのコーポレー
トガバナンスに関する取組みを
ご紹介します。

第⼀⽣命グループの内部統制に
関する取組みをご紹介します。

第⼀⽣命グループの⼈権の尊重
に関する取組みをご紹介しま
す。

第⼀⽣命グループの事業等に関
するリスクのうち、主要なリス
クを紹介します。

コーポレートガバナンス/内部統制

第⼀⽣命グループの持続的な企業価値の創造に必要な基本的な考え⽅や推
進体制についてご紹介します。

課題の認識
グローバルに事業を展開する起票に対して、事業を通じて社会に及ぼし得る負の影響を最⼩化
するため、経営の透明性・公平性を⾼めることが国際社会から求められており、第⼀⽣命グル
ープもその重要性を認識しています。

基本的な考え⽅
第⼀⽣命グループは、お客さま、株主、社会、従業員等のマルチステークホルダーからの負託に
応え、その持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値向上を実現するため、経営の監督と業務執⾏のバ
ランスを取りつつ、透明・公平かつ迅速・果断な意思決定を⾏うことを⽬的として、「コーポレ
ートガバナンス基本⽅針」の定めるところにより、コーポレートガバナンス体制を構築します。

コーポレートガバナンス 内部統制

⼈権の尊重 事業等のリスク

コーポレートガバナンス/内部統制

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/governance/index.html

file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/about/control/governance/basic.html
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/about/control/in_control/index.html
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/sustainability/governance/rights.html
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/investor/share/business_risk.html


SASB情報インデックス

第⼀⽣命グループの事業の持続可能性について理解を深めていただくために、サステナビリテ
ィ会計基準審議会（SASB：Sustainability Accounting Standards Board）の保険基準に基づ
き、保険業界特有の持続可能性指標を開⽰しています。

（注） 開⽰しているデータは特に明⽰のない限り、当社グループ最⼤の事業会社である第⼀⽣命について記
載しています。データの基準⽇は2020年3⽉31⽇です。現⾏のSASB基準を参考にしながら、⽇本に
おける事業環境などを踏まえて開⽰しています。

1．お客さまへの取組み 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-270a.1〜270a.4）

当社グループでは、グループミッションとして「⼀⽣涯のパートナー」を掲げ、お客さまに寄
り添いながら、お客さま満⾜を追求した⾼い品質の商品・サービスの提供を⽬指しています。
多様化するお客さまニーズに柔軟に対応するため、グループ⼀丸となり、各社の特徴を活かし
ながら今後も取り組んでいきます。
なお、保険契約の継続率・解約失効率などについては、第⼀⽣命ホールディングスアニュアル
レポート2020に記載しています。

お客さま第⼀の業務運営⽅針

当社グループで定めた「お客さま第⼀の業務運営⽅針」に基づく、各社の取組み状況について
公表しています。

参照WEBサイト

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

第⼀⽣命 

第⼀フロンティア⽣命 

ネオファースト⽣命 

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html
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https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/customer_first/
https://www.d-frontier-life.co.jp/corporate/customer-first/index.html
http://neofirst.co.jp/customer-first.html


お客さまの声をお聴きする仕組み

当社グループでは、お客さま満⾜度調査の結果やお客さまの声を真摯に受け⽌め、お客さま満
⾜向上の取組みに役⽴てています。

参照WEBサイト

お客さまの声を経営に活かす仕組み

お客さまから寄せられる声を広く収集し、経営や業務に反映させる仕組みを導⼊しています。

参照WEBサイト

保険⾦・給付⾦のお⽀払いに関する取組み

ご請求いただいた保険⾦などのほかにもお⽀払いできる保険⾦などを漏れなくご案内するため
に、「ご請求の受付時」「お⽀払い可否の判断時」「お⽀払い後」の各段階で、お客さまへご
連絡するさまざまな取組みを⾏っています。お客さまアンケートの結果や社外有識者からのご
意⾒なども踏まえ、継続的に⽀払管理態勢などの強化に努めています。

参照WEBサイト

第⼀⽣命 

第⼀フロンティア⽣命 

ネオファースト⽣命 

第⼀⽣命 

「お客さまの声を活かした取組み」レポート2020 

第⼀⽣命 

第⼀フロンティア⽣命 

ネオファースト⽣命 

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html

https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/stakeholder/satisfied.html
https://www.d-frontier-life.co.jp/corporate/voice/index.html
http://neofirst.co.jp/voc/complaint.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/stakeholder/customer.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/hakusho/index.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/payments/index.html
https://www.d-frontier-life.co.jp/corporate/payment/index.html
https://download.neofirst.co.jp/voc/resultofpayment.html


2．ESG視点に基づく資産運⽤ 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-410a.1〜410a.2）

当社グループは1902年の創業以来、「⼀⽣涯のパートナー」をグループミッションとして掲
げています。お客さまのニーズや社会課題に真摯に向き合い、商品・サービスを通じてお客さ
まの⼀⽣涯に寄り添うとともに、お預かりした保険料の運⽤においても、お客さまのQOL向上
に貢献することが「⼀⽣涯のパートナー」としての使命だと認識しています。このように、⽣
命保険の固有業務である「保険の引受」と「資産の運⽤」の両輪でお客さまニーズに応え、社
会の課題解決に貢献することが重要であると考えており、こうした想いでESG投資を積極的に
推進しています。

第⼀⽣命のESG投資

第⼀⽣命は、⽇本全国の約1,000万名にのぼる保険契約者からお預かりした約36兆円の資⾦を
幅広い資産で運⽤する「ユニバーサル・オーナー」として、多様なステークホルダーを意識し
た資産運⽤を⾏う必要があると認識しており、⽣命保険会社としての社会的役割も踏まえ、投
資リターンを獲得するだけでなく、地域・社会の課題解決に貢献していくことも使命であると
考えています。2015年11⽉にはESG要素を運⽤プロセスに組み込むことを提唱する国連責任
投資原則（PRI）に署名しており、同原則に基づいたESG投資の取組みを推進することによ
り、中⻑期的な投資リターンの獲得と社会課題の解決の両⽴を⽬指しています。また2020年4
⽉には、ESG投資の取組みを⼒強く進めることをコミットするために、ESG投資の基本⽅針を
策定・公表し、全資産の運⽤⽅針・運⽤プロセスへのESG組込みなどの⽬標を掲げています。
詳しい取組みについては、第⼀⽣命ホールディングスアニュアルレポート2020に記載してい
ます。

参照WEBサイト

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

第⼀⽣命 

2020年責任投資活動報告（5,977KB） PDF

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html
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資産運⽤残⾼

第⼀⽣命におけるセクター別の投資残⾼を開⽰しています。

参照WEBサイト

ESG情報インデックス

ESG調査などに役⽴てていただくため、当社グループのサステナビリティに関する情報をESG
の視点で整理しています。

参照WEBサイト

3．責任ある事業⾏動のための取組み 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-410b.2）

⼈々に安⼼をお届けし、その健康増進を⽀援していくことは、当社グループが提供できるコア
な価値です。第⼀⽣命ホールディングスアニュアルレポート2020においても、価値創造プロ
セスを明らかにしたうえで、⼈々の「QOL向上への貢献」を通じた新たな社会課題の解決を⽬
指し、その実現のための4つの提供価値（「保障」「資産形成」「健康増進」「つながり・
絆」）を説明しています。
また環境問題、とりわけ気候変動への対応は、お客さまの⽣命や健康、企業活動、社会の持続
可能性などに⼤きな影響を与え得る重要な経営課題と認識しており、第⼀⽣命ホールディング
スアニュアルレポート2020においても、当社グループ全体および第⼀⽣命における気候変動
への取組みを説明しています。

2019年度決算のお知らせ（6ページ以降ご参照）（2,235KB） PDF

2019年度決算関係補⾜資料（主に3ページ、5ページご参照）（919KB） PDF

第⼀⽣命ホールディングス

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html

https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/results/kessan/2019/pdf/index_001.pdf#page=7
https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/results/kessan/2019/pdf/index_002.pdf#page=3
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/sustainability/library/esg.html
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4．環境リスクへのエクスポージャー 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-450a.1〜450a.3）

当社は、当社グループの経営に重要な影響を及ぼす可能性のある予⾒可能なリスクを「重要な
リスク」として特定し、これらのリスクを踏まえた事業計画を策定することで、予兆段階から
適切にリスクの管理を実施しています。これらには、「気候変動に関するリスク」「⼤規模災
害に関するリスク」を含みます。

参照WEBサイト

気候変動関連のリスク・機会、当社グループ事業への影響

上記「3．責任ある事業⾏動のための取組み」に記載のとおり、第⼀⽣命ホールディングスア
ニュアルレポート2020において当社グループ全体および第⼀⽣命における気候変動への取組
みを説明しています。

⾃然災害に関わる損失のリスク

健全性指標の⼀つであるソルベンシー・マージン⽐率 の算出にあたっては、保険業法などの
関係法規に基づき、リスクの⼀つとして巨⼤災害リスク相当額を算出しています。各リスクの
内訳は、第⼀⽣命ホールディングスアニュアルレポート2020に記載しています。

※ ソルベンシ－・マージン⽐率：災害や株価の⼤暴落など、通常の予測を超えて発⽣する諸リスクに備え
て、どの程度の⽀払余⼒（ソルベンシー・マージン）を有しているかを判断するための、⾏政監督上の指
標の⼀つ。

参考

新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴う当社グループの対応や保険⾦などのお⽀払い状況につい
ては、第⼀⽣命ホールディングスアニュアルレポート2020に記載しています。

第⼀⽣命ホールディングス

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

※

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html
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5．システミックリスクの管理 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-550a.1〜550a.3）

当社グループでは、健全かつ適切な業務運営を確保し、保険契約上の責務を確実に履⾏するた
めに、グループにおけるさまざまなリスクについての把握・評価と各リスクの特性に基づいた
的確な対応を⾏うとともに、それらのリスクを統合的に管理することとしています。さらに、
それらのリスク量と⾃⼰資本などの財務基盤をグループ全体で管理し、健全性向上に努めてい
ます。また、通常のリスク管理だけでは対処できないような危機や⼤規模災害が発⽣する事態
に備え、管理体制を整備しています。

参照WEBサイト

デリバティブ取引

第⼀⽣命（⼀般勘定）におけるデリバティブ（上場・店頭）にかかる差損益は以下のとおりで
す。

上場デリバティブ：8,190百万円 店頭デリバティブ：105,616百万円

また、第⼀⽣命では、⾦融商品取引法第156条の62に基づき、⼀部の清算集中義務を有する店
頭デリバティブ取引に関する⾃⼰の債務として、以下の⾦銭および有価証券を⽇本証券クリア
リング機構へ担保として拠出しています。

現⾦担保⾦：41,822百万円 担保有価証券：54,212百万円

参照WEBサイト

有価証券貸付に関わる担保資産の総額

第⼀⽣命（⼀般勘定）による有価証券貸付に関わる担保資産の総額は以下のとおりです。

現⾦担保⾦：841,166百万円 担保有価証券：2,098,413百万円

なお、上記の有価証券貸付にかかる担保資産に関して、再投資などは⾏っていません。

第⼀⽣命ホールディングス

2019年度決算関係補⾜資料（919KB） PDF

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html

file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/about/control/in_control/administer.html
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/investor/library/press/2019/pdf/index_016.pdf


保険事業以外の事業活動

当社グループは、国内⽣命保険事業、海外⽣命保険事業、アセットマネジメント事業を3つの
成⻑エンジンと位置付け、事業運営を⾏っています。当社グループでアセットマネジメント事
業を展開する各社では、市場流動性の⾼い有価証券投資を中⼼に運⽤しており、流動性の問題
は限定的です。
なお、現時点において当社グループの連結経常収益に占めるアセットマネジメント事業の割合
は1%未満、修正利益に占める割合は4%となっています。

6．アクティビティ・メトリックス 
（参考にしたSASB基準：FN-IN-000.A）

第⼀⽣命ホールディングスアニュアルレポート2020において、当社グループの保有契約情報
を記載しています。
また、当社グループの保険契約の状況等（保有契約年換算保険料、保有契約⾼等）も開⽰して
います。

参照WEBサイト

アニュアルレポート2020（統合報告書）（15,742KB） PDF

決算報告 財務・業績の概況（172KB） PDF

SASB情報インデックス

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/library/sasb.html

file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/investor/library/annual_report/2020/pdf/index_001.pdf#page=8
file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/investor/library/press/2019/pdf/index_014.pdf


社会からの評価・主な受賞

第⼀⽣命グループに対する社会からの評価・主な
受賞

ESGインデックスの主な組⼊れ

当社グループは、国内外の社会的責任投資（ESG）インデックス（株価指標）に組み⼊れられ
ています。（2020年8⽉時点）

社会からの評価・主な受賞

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/reputation/index.html



FTSE4Good Index Series
世界的なインデックス企業である 英国のFTSE Russell 社によ
り、環境（Environment）、社会（Social）、企業統治
（Governance）のリスク管理に関する国際基準を満たす企業
を選定する「FTSE4Good Index Series」において、10年連続
で選定されています。

FTSE Blossom Japan Index
環境、社会、ガバナンスについて優れた対応を⾏っている⽇本
企業を選定する「FTSE Blossom Japan Index」にも4年連続
で選定されています。

MSCI ESG Leaders Indexes

MSCI ジャパン ESG セレクト・リーダーズ指数

MSCI ⽇本株⼥性活躍指数

⽶国のMSCI Inc.が選定する「MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数」、「MSCI ⽇本
株⼥性活躍指数」の構成銘柄に選定されています。

S&P Global社「サステナビリティイヤーブック2020」選定
S&P Global社が1⽉に発表した「サステナビリティイヤーブック2020」において、イヤーブ
ックメンバーに選定されました。

FTSE4Good Index Series 

FTSE Blossom Japan Index 

MSCI ESG Leaders Indexes 

MSCI ジャパン ESG セレクト・リーダーズ指数 

MSCI⽇本株⼥性活躍指数（WIN） 

社会からの評価・主な受賞

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/reputation/index.html

https://www.ftse.com/products/indices/FTSE4Good
http://www.ftserussell.com/blossom_japan
https://www.msci.com/documents/1296102/1362201/MSCI_ESGLeaders_Factsheet-May-2018.pdf/6d0c8724-105c-60d0-7c57-67a09ba0a3ce
https://www.msci.com/msci-japan-esg-select-leaders-index-jp
https://www.msci.com/msci-japan-empowering-women-index-jp


イニシアティブへの参加

第⼀⽣命グループは、国内外のイニシアティブへの参加を通じ、持続可能な社会を実現するた
めの取組みを推進していきます。

なお、責任ある機関投資家（第⼀⽣命）としてのイニシアティブへの参画はこちらをご覧くだ
さい

イニシアティブへの参加

https://www.dai-ichi-life-hd.com/sustainability/group/initiative/index.html

file:///Users/hiro/worksMBP13/BC/201105%E7%AC%AC%E4%B8%80%E7%94%9F%E5%91%BD/https_docs/sustainability/group/initiatives/esg.html#anc01

